
　
市
営
住
宅
入
居
者

●
募
集
団
地

・
深　
江　
つ
つ
じ
が
丘
団
地（
１
戸
）

・
有　
家　
鬼
塚
団
地…

（
１
戸
）

・
西
有
家　
上
の
原
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
露
田
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
７
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
２
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

※

募
集
戸
数
は
変
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

５
月
23
日
㈫

　
午
後
２
時　
有
家
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

令
和
５
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

【
①
〜
②
】

【
共
通
事
項
】

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、応
募
職

種
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参

可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

し
５
月
19
日
㈮ 

必
着

問
文
化
財
課（
南
有
馬
庁
舎
）

　
☎
７
３
‐
６
７
０
５

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

【
①
文
化
財
整
理
作
業
員
】

●
募
集
人
員…

若
干
名

●
勤
務
内
容…

土
器
や
石
器
の
実

測
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど
発
掘

調
査
報
告
書
作
成
に
係
る
業
務
。

そ
の
ほ
か
文
化
財
保
護
行
政
に

係
る
業
務
（
米
粒
に
文
字
を
書

く
よ
う
な
細
か
い
測
量
作
業
が

中
心
）

●
勤
務
地…

深
江
埋
蔵
文
化
財
整

理
室

●
報
酬
な
ど…

時
給
９
２
０
円
、

通
勤
手
当
あ
り
、
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
あ
り

●
任
用
期
間…

７
月
上
旬
〜
令
和

６
年
３
月
下
旬

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
日
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
45
分
（
う
ち
５
時
間
45
分

勤
務
）

【
②
文
化
財
発
掘
作
業
員
】

●
募
集
人
員…

10
人

●
勤
務
内
容…

埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
業
務
（
遺
物
包
含
層
の
掘

削
、
遺
物・遺
構
の
検
出
、
測
量
、

埋
め
戻
し
な
ど
）。
そ
の
ほ
か

文
化
財
保
護
行
政
に
係
る
業
務

●
勤
務
地…

市
内
の
発
掘
調
査
現

場
（
主
に
深
江
町
、
有
家
町
お

よ
び
南
有
馬
町
）

●
報
酬
な
ど…

時
給
１
，
０
０
０

円
、
通
勤
手
当
あ
り
、
社
会
保

険
・
雇
用
保
険
あ
り

●
任
用
期
間

　
７
月
上
旬
〜
令
和
６
年
３
月
中

旬
（
期
間
は
事
業
の
進
捗
に
応

じ
て
前
後
し
ま
す
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
た
だ
し
土

日
祝
日
に
勤
務
す
る
場
合
あ

り
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
う
ち
５
時
間
45
分
勤
務
）

令
和
５
年
度

教
育
委
員
会
委
託
員
募
集

【
①
〜
③
】

【
共
通
事
項
・
お
問
い
合
わ
せ
】

●
委
託
期
間…

６
月
１
日
〜
令
和

６
年
３
月
31
日

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
５
月
16
日
㈫ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
写
真
貼
付
）
し
、
応
募

職
種
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入

れ
て
生
涯
学
習
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課（
南
有
馬
庁
舎
）

　
☎
７
３
‐
６
７
０
３

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

【
①
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

（
昼
間
）管
理
員
】

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

施
設
管
理
業
務

●
勤
務
地…

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ

ー
ル

●
報
酬
な
ど…

月
額
１
１
４
，
０

０
０
円
、
傷
害
保
険
あ
り
（
労

使
折
半
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
月
20
日
程
度
（
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10

時
（
う
ち
７
時
間
30
分
勤
務
）

【
②
西
有
家
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
管
理
員
】

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

施
設
管
理
業
務

●
勤
務
地…

西
有
家
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

●
報
酬
な
ど…

月
額
１
４
１
，
６

０
０
円
、
傷
害
保
険
あ
り
（
労

使
折
半
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
月
20
日
程
度
（
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
う
ち
７
時
間
45
分
勤

務
）※

月
曜
日
休
館
日

【
③
南
有
馬
運
動
公
園（
隔

日
）管
理
員
】

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

施
設
管
理
業
務

●
勤
務
地…

南
有
馬
運
動
公
園

●
報
酬
な
ど…

月
額
１
３
５
，
０

０
０
円
、
傷
害
保
険
あ
り
（
労

使
折
半
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

隔
日
勤
務
（
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10

時
30
分
（
う
ち
12
時
間
勤
務
）

令
和
５
年
度

狩
猟
免
許
試
験

●
試
験
の
種
類

わ
な
猟
免
許
、
網
猟
免
許
、
第

１
種
・
第
２
種
銃
猟
免
許

と
６
月
30
日
㈮

ば
長
崎
県
島
原
振
興
局

対
18
歳
以
上
（
銃
猟
免
許
受
験
の

人
は
20
歳
以
上
）で
、
覚
醒
剤
な

ど
の
中
毒
者
で
な
い
人
。

狩
猟
免
許
の
取
消
な
ど
の
処
分

を
受
け
た
場
合
は
、
処
分
の
日

か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
い
る

人
。

●
受
付
期
間

　
５
月
８
日
㈪
〜
６
月
２
日
㈮

※

受
験
希
望
者
を
対
象
と
し
た
、

試
験
の
た
め
の
講
習
会
を
別
途

実
施
し
ま
す
。

も
申
請
書
様
式
な
ど
は
次
の
窓
口

で
配
付
。ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
島
原
振
興
局  

農
業
企
画
課

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
３
６
１
０

　
〒
８
５
５
‐
０
８
３
５

　
島
原
市
西
八
幡
町
８
５
０
９
‐
２

道
路
通
行
の
支
障
と
な
る

樹
木
の
伐
採
な
ど
の

お
願
い

　
道
路
へ
の
張
り
出
し
、
ま
た
は

交
通
に
支
障
を
き
た
す
竹
木
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
伐
採
・
剪
定
な

ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生

す
る
と
、
竹
木
な
ど
の
所
有
者
の

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
市
道
や
歩
道
に
生
じ
た

陥
没
、
道
路
側
溝
の
破
損
な
ど
を

発
見
し
た
と
き
は
す
み
や
か
に
連

絡
を
行
い
、
危
険
な
箇
所
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
管
理
課（
有
家
庁
舎
）

　
☎
７
３
‐
６
６
７
６

口
加
高
校

地
区
別
学
校
説
明
会

　
中
学
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
学
校
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
、
口
加
高
校
の
魅

力
を
た
く
さ
ん
お
伝
え
し
ま
す
。

と
①
５
月
18
日
㈭

　
②
19
日
㈮　
③
22
日
㈪

　
④
23
日
㈫　
⑤
25
日
㈭

　
時
間
共
通…

午
後
７
時
〜

ば
①
原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

　
②
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
③
口
加
高
校

　
④
雲
仙
市
小
浜
体
育
館

　
⑤
深
江
公
民
館

も
不
要

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
口
加
高
校　
☎
８
６
‐
２
１
８
０

島
原
病
院
正
規
職
員

（
地
方
公
務
員
）
募
集

●
募
集
人
員

看
護
師
10
人
程
度

●
採
用
予
定
日

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
（
試

験
に
合
格
し
た
人
は
、
長
崎
県

病
院
企
業
団
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
す
。
職
員
の
身
分
は
地

方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。）

※

欠
員
の
状
況
に
応
じ
て
、
採
用

可
能
者
は
そ
れ
以
前
に
採
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格…

昭
和
63
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
専
門

看
護
師
ま
た
は
認
定
看
護
師
は

年
齢
不
問
）
で
、
免
許
を
有
す

る
人
ま
た
は
令
和
６
年
春
ま
で

に
免
許
取
得
見
込
の
人

●
試
験
内
容

と
５
月
27
日
㈯

な
作
文
・
適
性
検
査
・
面
接
試
験

し
５
月
19
日
㈮
必
着

も
試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
は
島

原
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
長
崎
県
島
原
病
院  

総
務
係

　
☎
０
９
５
７
‐
６
３
‐
１
１
４
５

　
〒
８
５
５
‐
０
８
６
１

　
島
原
市
下
川
尻
町
７
８
９
５
番
地

「
歴
史
ジ
オ
ツ
ア
ー
」

な
島
原
半
島
に
は
佐
賀
藩
や
武
将

龍
造
寺
隆
信
の
史
跡
が
あ
り
ま

す
。な
ぜ
有
馬
氏
が
治
め
て
い

た
は
ず
の
島
原
半
島
に
痕
跡
が

あ
る
の
か
、
実
際
に
そ
の
地
を

訪
ね
て
学
び
ま
す
。

●
持
参
品

お
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

帽
子
、
雨
具
な
ど

※

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
主
催

…

（
一
財
）自
然
公
園
財

団・雲
仙
支
部

と
５
月
20
日
㈯　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

ば
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

定
15
人（
先
着
順
）

り
大
人
１
，５
０
０
円
、中
学
生
以

下
８
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

小
雨
決
行
。
そ
の
ほ
か
の
状
況

に
よ
り
内
容
を
変
更
ま
た
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

島
原
駅
、
島
原
港
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
の

場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

問
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
島
原
市
南
千
本
木
町
）

　
☎
０
９
５
７
‐
６
３
‐
６
７
５
２

年
次
有
給
休
暇
を
上
手
に

活
用
し
ま
し
ょ
う

【
事
業
主
の
皆
様
へ
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
、

新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
の
ス
タ

イ
ル
を
定
着
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
的

な
業
務
運
営
や
休
暇
の
分
散
化
に

も
資
す
る
年
次
有
給
休
暇
の
計
画

的
付
与
制
度（※

１
）や
、
労
働
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
・
休
み
方
に
資
す
る

時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇（※

２
）の
活
用
が
効
果
的
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

１ 

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数

の
う
ち
、
５
日
を
除
い
た
残
り

の
日
数
に
つ
い
て
は
、
労
使
協

定
を
締
結
す
れ
ば
、
計
画
的
に

取
得
日
を
割
り
振
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

※

２ 

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
は
原

則
１
日
単
位
で
す
が
、
労
使
協

定
を
締
結
す
れ
ば
年
５
日
の
範

囲
内
で
時
間
単
位
の
取
得
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

問
長
崎
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

　
☎
０
９
５
‐
８
０
１
‐
０
０
５
０

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
次
の
方
か
ら
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

- 

敬
称
略 - 　

●
一
般
寄
附

・
関
東
西
有
家
会

●
教
育
寄
附

・
西
有
家
中
学
校
第
32
回
卒
業
生

一
同
（
西
有
家
町
）

南島原市国際交流員

※Parola は「言葉または保証」という意味

エマの

パローラ

春は外国人の耳点（じてん）から
“スクリブ・スクリブ”と書きました

エマはどんな風に聞こえてる!?

　今までこのコラムに外国人の視点から見た日本の生活について色々と書かせてい
ただきました。しかし、外国人が送る生活に、物事が違う風に見えるだけではなく、
違う風に聞こえます。そこで、今回は外国人の擬音語の世界にご招待します。

　寝起きが悪い私にアラームの音がなかなか効きません。
　どれほどスマホが“ヴズー”と鳴っても、起き上がりませんが、“ブズー”と
蚊の飛ぶ音でいつもパッと目覚めます。そして、そこから私の一日が始まります。
外で“チップチップ”と鳴いている鳥に耳を傾けながら、お茶のお湯が“ブル
ルグブルルグ”と沸くのを待ちます。準備が済んだ後、元気いっぱいで家のドア
を“ガチャーン”と閉め、職場まで歩きだします。
　横に“ヴームー”とたくさんの車が走っていきますが、“ゴロゴロ”と流れる
有家川に近づくと、周りが静かになります。そこで、“タップタップ”と私の革靴
の音に慣れてないアヒルたちが“クアクア”と鳴き止み、“フラフラフラップ”
と飛び立ちます。ゴミを狙っているカラスが、まるで市役所に入って行く時に私を
見送っているように、“クラー”と鳴きだします。
　市役所でも朝から面白い音がたくさん聞こえます。どの階でも、電話はいつも
“トゥルルル”と鳴り、“クリック”と“クラック”と皆が一所懸命にパソコ
ンで作業しています。たまに、となりの同僚が“スクランチュ”と“スルルプ”
とお菓子とお茶を頂いていますが、仕事に集中するあまり、次々に周りの音が聞こ
えなくなります。
　仕事が終わったら、“ヴルー”と開く自動ドアから出て、ゆっくりと家まで帰り
ます。たまに“ニョム”と早く帰りたい人の車がとなりに走ってきますが、夕暮れ
を迎える“クラクラ”のカエルの声でいつも落ち着きます。

　このように、皆さんにありふれた一日でも、外国人の耳には違うように鳴り響きます。
皆さんも、変な音が聞こえる時に、外国でどんな音がするのかと想像してみてください。
そして、市内に“フルシュフルシュ”と髪の毛が風に揺られる音が聞こえたら、「エ
マ！」と話しかけてください。

他の珍しい音①
防災ラジオの電波調整の音が
「トゥーグリラリ」に聞こえます

他の珍しい音②
今回も「スクリブスクリブ」と
まめに書いたコラムの原稿のノート

他の珍しい音③
「フリフリップ」と
桜が今年も散ってしまいました

　島原半島のALT（英語指導助手）を講師に迎
え、母国の文化や体験などを紹介する世界文
化講座「南蛮の扉」を開催します。

と毎週木曜日　※左記参照
　午後７時30分～９時
ば原城オアシスセンター　定20人（先着順）
り無料（第５回のみ 500円（材料費））
対市民または市内勤務の人
し６月２日㈮
※空きがある場合は、当日参加も可能。１回でも参加可能
も電話または必要事項（氏名・住所・電話番号・年齢・希望講座・
アレルギー有無）を記載の上、FAX、E メールでお申込みく
ださい。
問地域づくり課（西有家庁舎）　☎７３－６６３１ ℻８２－３０８６
　Ｅメール: cir@minami-shimabara.jp 

１ ６月８日 アラビア語の習字

回 日　程 テーマ

２ ６月15日 タロットカードの伝統

３ ６月22日 シンガポールのアート

４ ６月29日 謎解きと脱出ゲーム

５ ７月６日 メキシコ料理

世界文化講座「南蛮の扉」世界の文化に

触れてみませんか？ 

案　
　
内

ご  

寄  

附

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 I n f o r m a t i o n
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